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3-1　ヒストグラムの判定
	ヒストグラム〔第３－１図〕は、一群の数値データを区分けし、各区分に属するデータ個数の度数分布表を図化した一種の棒グラフであり、データのばらつき具合（分布形状）を視覚化し、診断する重要な手法である。
以下、図示する６つの典型ケースを説明する。
（a）理想の分布形状(一般型)
富士山のように綺麗な山形状になっていることが理想であるが、実際のデータから作成すると理想形はほとんど見られない。
	〔第３－１図〕(d)高原型　　 　(e)ふた山形 　　　　(f)離れ小島
(a)一般型　　　　　(b)片すそ引き型　　　　　(c)絶壁型


	ただし、診断の対象は 「分布の形状」 だけであって、その広がり具合(標準偏差σ)や平均値μの位置の診断は工程能力指数Cpkによって行う。→ P.13

	（b）片すそ引き型
下限値が0でマイナスになり得ない特性で、0に近いところで分布する場合である。例えば、板のそり、不純物の含有％など。そういう条件がないのにこの型に似るときは、分布異常と判定する。
（c）絶壁型
選別した場合に起きる。合格ロットでも、この場合は発生が必要である。
（d）高原型
平均値が僅かに異なる数個の分布が重なった場合に見られる。層別ヒストグラムを作って、原因を追究する必要がある。
→　層別
（e）ふた山型
平均値の異なる２個の分布が混入。 層別ヒストグラムで原因追究の要あり。
（f）離れ小島型
異なった分布のデータが僅かに混入した場合に起きる。例えば、試し打ちをした時の不良品が混入するような場合である。
理屈は簡単だが、離れ小島の調査は一番の難物である。しかし、得るところは多く、できるだけ多くの機会に作成して工程を診断するのが有益である。下に典型的な例を挙げて置く。

	１．段取り時の試作品を「チョイ置き」で混入
２．型交換時に前型品を「チョイ置き」で混入
３．不良品を、故意または過失で混入
	


	４．余った製品を在庫し、次回ロットに混入
５．作業指導で作ったワークが混入
６．落下品を拾って混入


これらの突発事象を検出して、改善を図ることが重要である。

　3-2　ヒストグラムの作成
現在は、Excel を使ってヒストグラムを作成することができる。
	
(1) データの記入：
　B3からB88まで、測定値を記入する。
 データ数n=86

(2) 柱の数N： N≒
n=86であるから、N≒9
	
	A
	B
	C
	D
	E
	F
	(3) 最小値、最大値
*セルE5に ”=MIN(B3:B88)”　と記入してEnterキーを押す。
*セルE6に ”=MAX(B3:B88)”　と記入してEnterキーを押す。

(4) データ範囲R:
R=最大値-最小値=1.9

(5) 柱の幅W:
Rの “約10分の1” だから、
W=0.2 と決める。N=10に変わる。

	
	1
	
	B3:B88
	
	
	
	
	

	
	2
	
	データ
	
	
	
	
	

	
	3
	
	3.6
	
	データ数n
	86
	
	

	
	4
	
	3.8
	
	柱の数N
	9
	
	

	
	5
	
	3.4
	
	最小値
	2.8
	
	

	
	6
	
	3.7
	
	最大値
	4.7
	
	

	
	7
	
	3.5
	
	データ範囲R
	1.9
	
	

	
	8
	
	3.1
	
	柱の幅w
	0.2
	
	

	
	9
	
	3
	
	
	
	
	

	
	10
	
	3.8
	
	
	
	
	

	
	11
	
	3.2
	
	
	
	
	


(6) 基準値、区画：
最小値E5（＝2.8）から柱の数N=10個だけ、柱の幅W=0.2の間隔で基準値を記入する。
基準値を上下に2個ほど増やして、基準値を2.4から5.0までに広げる。
各基準値は、各区画内の最小値。区画は2.4-2.6のように表すが、G列の書式を”文字列”にする。
	
	A
	B
	C
	D
	E
	F
	G
	H
	I
	J
	K

	1
	
	B3:B88
	
	
	
	
	
	
	Gを右クリック、
→書式設定→文字列

	
	

	2
	
	データ
	
	
	
	基準値
	区画
	度数
	
	
	

	3
	
	3.6
	
	データ数n
	86
	2.4
	2.4-2.6
	0+

	
	
	

	4
	
	3.8
	
	柱の数N
	10
	2.6
	2.6-2.8
	0
	H3をクリックし、カーソルを右下角に当てると＋が出るので、そこをクリックしたままH16までドラッグする。

	
	

	5
	
	3.4
	
	最小値
	2.8
	2.8
	2.8-3.0
	1
	
	
	

	6
	
	3.7
	
	最大値
	4.7
	3.0
	3.0-3.2
	5
	
	
	

	7
	
	3.5
	
	データ範囲R
	1.9
	3.2
	3.2-3.4
	14
	
	
	

	8
	
	3.1
	
	柱の幅w
	0.2
	3.4
	3.4-3:6
	20
	
	
	

	9
	
	3
	
	
	
	3.6
	3.6-3.8
	21
	
	
	

	10
	
	3.8
	
	
	
	3.8
	3.8-4.0
	18
	
	
	

	11
	
	3.2
	
	
	
	4.0
	4.0-4.2
	5
	
	
	

	12
	
	3.6
	
	
	
	4.2
	4.2-4.4
	1
	
	
	

	13
	
	3.7
	
	
	
	4.4
	4.4:4.6
	0
	
	
	

	14
	
	3.6
	
	
	
	4.6
	4.6:4.8
	1
	
	
	

	15
	
	3.5
	
	
	
	4.8
	4.8:5.0
	0
	
	
	

	16
	
	3.4
	
	
	
	5.0
	5.0:5.2
	0
	
	
	


(7) 度数の計算：
セルH3に、次の式を記入してEnterキーを押す。→ セルH3に、度数として”0” が出る。
=COUNTIF(B$3:B$88,">="&F3)-COUNTIF(B$3:B$88,">="&F4)
	COUNTIF
	B$3:B$88
	">="&F3
	-COUNTIF(B$3:B$88,">="&F4)

	度数
	データ範囲B3:B88
$は固定の意味
	このデータ範囲で基準値F3以上の数値の度数
	このデータ範囲で基準値F4以上の数値の度数
を差し引く


セルH3をクリックしてセルの上下に太い線が現れている状態で、H16までドラッグすると、全ての度数が記入される。
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